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敬老の日 おめでとうございます！皆さまの健康を願い、感謝
を込めて、お祝いのみ言葉を贈ります！！ 
  

今年の教会敬老会は、コロナ蔓延による緊急事態宣言の中、中止になりました。敬老をお迎え

になった方々は１９１名。教会として、一堂に会せないにしても、皆さまにお祝いの言葉でも

贈れないかと下記のカードを作成。１６５世帯に郵送いたしました。 

 

敬老の日を迎えて 

夫津木敬子                        

カードと、二人の神父様からの励ま

しのメッセージをありがとうございま

した。 

今年も敬老の日を迎えることができま

した。沢山の方々に見守られ、心より感

謝いたします。共に過ごした友人、知人

が亡くなられ、寂しさの中にも、教会で

逢える方々と共に力を合わせて頑張っ

ていきたいと思います。これからも、ど

う生きたかではなくどう生きるかと願

いながら、天国への階段を一歩一歩進

んでいけますように、心の目を開いて

神のいつくしみに委ねながら過ごして

いきたいと思います。神に感謝。 

 

 

 

 

〒720-0808  福山市昭和町 7―26 
☎【084】923-0614  FAX【084】923-0615 
e-mail ：fuku-ch@ktd.biglobe.ne.jp 

福山教会活動テーマ： 

「喜びをもっていのちをもたらす福音を社会に伝えよう」 

 

１０月報(2021 年) 萌  カトリック福山教会 
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父と母を喜ばせること     冨田恵子 

 この数年、年老いてきた両親に私ができることはと考えて手伝ってきましたが、高齢になる

につれ色々そぎ落として、父が行きたいところはミサだけとなり、あと病院と散髪と買い物(し

ょうが糖)。亡くなる一週間前まで御聖体を受けていた。 

母も日曜日のミサが長いと感じるようになったので、父と一緒に木曜日の夕のミサに参加する

ようになっていた。 

病者の塗油を受けて父は 8年と 4ヶ月、母は 10時間で天に召された。 

父の残したお金を僅かながら一粒会に寄付したことを、母

は「良いことをしてくれた。父の誉になる」と喜んでくれた

ので、この度も母が亡くなった時も、妹と相談して寄付し

たところ、思いもかけず司教様から礼状を頂き、また両親

と残された家族の為に御ミサを捧げてくださる光栄を受け

ることになりました。 

本来ならば、右の手がした事を左の手に知らせない所であ

りますが、次世代(私の子ども達)に私が死んだ時にしても

らいたいことを伝えたいと思ったので額に入れて飾ること

にしました。 

 葬儀の次の日、暁の星から朗報が届き、父母の家に下宿

人がやってくることになりました。リフォームしたばかり

の家が有効活用できるようになったことを、父と母はきっ

とニコニコして喜んでくれていると思います。 

 

【シリーズ４：教区代表者会議】 

教区代表者会議「協働」に参加するにあたって 藤井幸恵 

代表者会議があるということは知っていましたが「え？私」と云う気
持ちがありました。半面、皆様の推薦により選ばれたのなら微力ながら
私の持っている力を少しでも役に立てるなら嬉しいという思いで引き
受けさせて頂く事にしました。 

私が出来る事と云えば、長い間経営に携わっていましたので資金面、
組織面、設備面に対して少し知識があるという事かな？と思います。 

 協働の標語―様々な課題を共有して、ともに考え、助け合い一緒に乗り越えようーです。 

代表者会議の分科会は①福音宣教②平和③多文化共生④協働⑤養成の 5 分科会があります。

その中で私は、協働を選ばせてもらいました。私のバックグラウンドが役に立つのは、協働か

な？と思ったからです。 

 今、私は教会の財務を担当していますので共に考える事が大切だと思って協働に参加しよう

と思いました。 
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 これからは、信徒も自分の教会は「どうあるべきか」を考え行動していかなければいけない

と思っています。それには、私達の教会の自立です。自立する為には、自分達で教会を運営し

ていくという事です。 

 むろんイエス様に向かい共に生きるということは前提です。それなくしては意味がありませ

ん。自分達で運営する為には、お金が必要です。光熱費、設備修繕費、人件費等々それを私達

が分担しなければいけないということです。私達の教会を守る為にお互いが少しずつ痛みをわ

かちあい、守ることだと思っています。お陰様で福山教会は、皆様の協力により教会自立と教

区へのお金を納めることが出来ています。この教区へ納めたお金は、教区を支える費用となっ

ています。教区を支えるお金がないと教区は崩壊してしまいます。私達ひとりひとりの浄財は、

教区を支えるという大きな働きをしています。今は自分達で自立できない教会も出て来ていま

す。お金、人、教会修繕も出来ない、そういう教会もあります。 

 私も財務委員として会議に出席する迄は、あまり深く認識していませんでした。出席してみ

ると教区の問題点が少しずつ理解できるようになりました。 

この「協働」の分科会では、風通しの良い教会・教区を構築していけるよう働けたらいいと

思っています。むろん私一人では無理です。 

どうぞ皆様、自分の事として一緒に考え、助け合う教会運営に参加して、話し合える教会創

りに参加してください。そして問題点、訴えたい事がありましたら私に教えてください。福山

教会代表として、風通しの良い教会運営が出来るよう提案していきたいと思っています。どう

ぞ御協力をお願いします。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月号から４回に亘っ
て、教区代表者会議につ
いて掲載してきました。
残念ながら、2020 年開催
がコロナの影響で１年延
期された事もあり、会議
に向けた教会全体の取り
組みは、やや低調な感じ
が個人的にはしていま
す。皆さんは左記の祈り
をご存知ですか？今回の
会議の為に祈る為に作ら
れました。祈りの支えは
大きいです。これからで
も遅くありません。共に
祈りましょう！！ 
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南相馬便り㉝２０２1 年 9 月    援助マリア修道会南相馬修道院 北村令子 

9 月の声を聴いて、少しは涼しくなるのでしょうか？皆様お変わりなくお過ごしでしょう

か？ 

この被災地のことは何度も確認する必要があると気付かされました。最近聞いたことです

が、何かの会議の中で、ある団体の方が、福島県は放射能に汚染されたのだから全部更地に

して何か別の用途を計画してはどうか？と。おそらく汚染水の海洋放出の問題や、農産物へ

の風評被害などのニュースで、福島県全体が汚染されていると勘違いされているのでしょう。

また、あの黒い大きなビニール袋（汚染土除染の汚染土や、汚染物を入れた袋、俗にトン袋

と言う）は何処に行ったのですか？今までいろんなところで見かけたのですが…。という言

葉を聞きました。そしてまた、最近までお隣の県に住んでおられた方が、福島県を応援する

ためと南相馬市に移住してこられ、お話する機会がありました。隣の県で 10 年前の大地震を

経験しておられても、福島のことがほとんどお解りいただけていないことに驚かされました。

近県の方でこうですから、まして。 

福島県は本州では岩手県に次いで 2 番目に大きな県です。オーストラリアのような形で横

長のため、縦に三つの地方に分けられます。内陸の会津地方は冬は雪が深く、寒い地方です

が、夏は意外と暑い（浜通りより）のです。中央の県庁所在地の福島市など大きな街のある

地方を中通り。気象情報で福島県の気温などは、この中通りの福島市の気温が報道されるの

で、南相馬に住む私たちに、冬は寒いのですね、夏は東北なのに厳しい暑さですねとお見舞

いをいただきます。でも私たちが住んでいるのは、太平洋側の浜通りで、東北でも冬は比較

的暖かく、夏は海風のため涼しい地方です。このように気候的にも異なる地方で、間に高い

山が壁のように立っています。この三つの地方は 10 年前の大地震の被害も違います。会津地

方や中通りは、地震は大きかったようですが、浜通りの津波被害の被災者や原発事故の被災

者の避難を受け入れる側でした。原発から 20 キロ、30 キロ圏内の浜通りの住民は、原発事

故による放射能汚染で大変な思いをされました。が、津波の被害を知らずに避難した方もあ

るようで、避難所で泥んこになって避難してこられる方を、どうしてそんなに？と怪訝に思

われた方もあったようです。 

東京電力福島第一原発と福島県の名前が冠されてあるので、原発被害を福島県の全域とと

らえられて、大きな認識のズレが起きていると思います。原発の大きな被害は双葉町と大熊

町にまたがる福島第一原発から 20 ㎞圏内の浜通りに限られています。他の地域は避難区域に

指定されず、むしろ避難者受け入れの地域です。もちろん事故当時は被害の状況が定かでな

く、福島県全域に放射線被害が及んでいるように思われていましたが・・・・事実、当初、被

害がありました。 

そして浜通りは農業、漁業、酪農の資源豊富で、気候も良く住みやすい地域です。浜通り

の南の地域は温州ミカンの最北端と言われています。が、温暖化の今はマンゴーやバナナも

栽培されようとしているようです。その豊かなはずの浜通りが、原発事故によって取り返し

のつかない被害を受けたのです。 
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あの黒い大きな大量のトン袋：各地域の農地や庭や小学校のグランドなどの仮置き場にあ

った物：は、双葉町と大熊町にまたがる広大な敷地、中間貯蔵施設に運ばれて 30 年間保管し、

その後、他県の最終処分場に搬出する約束です。この中間貯蔵施設の地権者には、30 年後に

は更地にして返す約束だそうです。本当にその約束が守られるのでしょうか？そして 30 年後

に他県に最終処分を受け入れてくれるところがあるのでしょうか？政府はその場限りの空約

束をここでもやっているのではない

でしょうか？ 

原発の廃炉過程で増え続けている

汚染水海洋放出で、風評被害が再燃

することになります。出荷される全

ての物は厳密な検査を通過して市場

に出るので福島県産ほど安心・安全

なものはないのに！！ 他の県の産

物でこのように厳しく検査されてい

る所があるのでしょうか？ 

 

 

2012 年原発から半径 20 キロ圏内半円形（避難指示区域） 2017 年斜線部分は避難指示解除 
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帰天のお知らせ 

シエナのカタリナ相原美鈴様(79歳)9月 2日 

マリア・テレジア矢嶋照子様(91歳)9月 6日 

マリア楢原嘉子様(88歳)9月 12日 

謹んでお知らせします。どうぞ心を合わせてお祈りください。 

つきましては教会で葬儀を希望される場合、特に遺されるご家族が未信者の場合など身内の

方に教会での葬儀の希望を伝えておいてください。時々亡くなった方はカトリック信者なのに

そのことが伝わっていなくて、仏教やそのほかの宗教の葬儀となる場合があります。 

もしカトリック教会の葬儀についてお聞きになりたいことがあれば、遠慮なく神父様か事務

室にお尋ねください。 

      

１０・１１月の行事予定  

１０ 月 １１ 月 

 9(土) 聖園幼稚園運動会 1(月) 諸聖人 

10(日) 広島地区宣教司牧評議会 2(火) 死者の日 

15(金) 合同召命の祈り(山口) 3(水) 満葉杯 

24(日) 
備後協働体研修 24/25 

世界宣教の日 
14(日) 七五三のお祝い 

31(日) 教会墓地ミサ２時（雨天 11/8） 23(火) 教区代表者会議 

  28(日) 教会大掃除 

 

 
お彼岸も過ぎ、秋の気配に包まれるようになりました。大きな行事もなく家で過ごす日が続く中で、自

然の、規則正しく美しい営みに目がとまるようになりました。頭を垂れる稲穂、とんぼの群れ、小鳥のさ

えずりなど・・・。ミサに集える喜びをかみしめながら、家での祈りの時間や、社会での行動を大切にし

ていけると良いですね。 （H）                            月報委員会 

                                                 月報委員会                            


